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　第４９回北海道管楽器個人コンクール高等学校金管
個人の部で金賞を受賞。また、吹奏楽を通してボラ
ンティア活動も積極的に行っています。
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　第４４回北海道アンサンブルコンクール高等学校の
部で銀賞を受賞。　また、吹奏楽を通してボランティ
ア活動も積極的に行っています。
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　北海道高等学校水産クラブ研究発表会で平成２０年
～２３年まで連続で努力賞を受賞。本年度の第３３回同
研究発表会では準優勝に相当する優良賞を受賞。
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　第４９回北海道管楽器個人コンクール高等学校木管
個人の部で銀賞を受賞。　また、吹奏楽を通してボラ
ンティア活動も積極的に行っています。
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　羽幌町役場野球部に在籍時より、野球競技の普及
に力を入れ、審判員資格を取得。現役引退後も長き
にわたり、町内大会はもとより、管内・全道大会の運
営、審判員として活動を続けられ、本町の野球競技普
及に尽力された功績は高く評価されています。
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�羽幌町体育指導員として活動、退任後は総合型スポー
ツクラブの運営委員として地域住民の健康運動を推進し
ながら、本町及び体育協会のスポーツ事業の運営に携
わっています。また、所属の剣道連盟においても、少年
部の指導にあたるなど、地域スポーツの振興に尽力され
る姿は、高く評価されています。
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�平成１４年「漁り火俳句会」に改名、俳句の普及発
展に努め、定期的な研修会でレベルを向上。また、
他地域の合同俳句会へ参加するなど積極的に活動し
ているほか、北海道新聞の「火曜サロン」に長年にわ
たり投稿。地道な活動を続け、俳句を通して本町の
文化の振興と発展に大きく貢献しています。
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�加賀獅子舞の踊り手として小学３年生から積極的
に活動を続けられています。また、現在では獅子頭
の振り手を行いながら、中心的青年部員として、子
どもたちの踊りの指導も積極的にされています。
　加賀獅子舞の保存継承に尽力されてきた実績は他
の模範となるところです。
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　平成１１年から現在まで羽幌ゲートボール連合の副
会長、会長を歴任。また、２級審判員資格を取得し、
子どもたちのゲートボール教室の実施や老人への指
導にも尽力。平成２０年度には留萌管内のゲートボー
ル連合理事となり、本町はもとより管内のゲートボー
ル振興への功績は高く評価されています。
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　中学生から現在まで海鳥センタージュニアレンジャーの
サポーターとして後輩を支援。高校生になってからは学生
ボランティア「ゆきんこ」に所属し、リーダーとして様々な
ボランティア活動を積極的に取組んできました。その姿は
他の模範とされるところです。

�������さん
������������������

�������

������������


